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家族の会活動を応援しませんか？

▶ 会員になる
会員登録をしていただくことで、協会へ

のご支援の意思を示していただけます。

また、活動に関する詳しい情報の閲覧

や、会員向け特典をご利用いただけま

す。

▶ 会員登録はこちら
FLT運営チームに参加する
ご興味のある方は、ぜひお気軽にご連絡

ください。活動内容についてのご説明や

ご相談を歓迎しています。経験やスキル

語学力を問わず、どなたでも大歓迎で

す。多様性こそが私たちの強みです！

▶ お問い合わせフォーム

様々な会議 　p 4 

この学期中、保護者代表が出席する

様々な会議や委員会が開催されました。

中・高等科学校管理評議会：6⽉3⽇
初等科学校管理評議会：6月2日
学校運営評議会：6月4日
理事会：6月12⽇

ぜひ当会のウェブサイトで議事録・報告書

をご覧ください！

https://www.familles-lycee-tokyo.com/ja/contact-form-jp/
https://www.familles-lycee-tokyo.com/ja/%e7%90%86%e4%ba%8b%e4%bc%9a%e8%ad%b0%e4%ba%8b%e9%8c%b2-6%e6%9c%8812%e6%97%a5/


リセ家族の会（FLT）が主催した恒例の抽選会（トンボラ）は、今
年も大きな盛り上がりを⾒せました。118のスポンサーの皆さまの温
かいご⽀援により、710点もの賞品をご⽤意することができまし
た。

数字と写真で振り返る学園祭

来場者数：約2,000名
抽選券販売数：17,782枚
抽選会収益（純利益）：1,779,200円
抽選券購入者の72.6％が少なくとも1つの賞品を獲得

このほかにも、ステージ公演、コンサート、さまざまなアニメーシ

ョンやゲーム、子ども向けアクティビティ、そして着物ファッショ

ンショーなど、多彩な催しが⾏われました。

そして何より、子どもたちのたくさんの笑顔と笑い声、そしてコミ

ュニティの皆さまが交流し、再会を喜び合う素晴らしいひとときに

恵まれました。

抽選会の収益は、東京国際フランス学園（LFIT）の児童・生徒のた
めのさまざまなプロジェクトの実現や、学校⽣活のさらなる充実の

ために活⽤されます。

ご参加、ご協力いただいた皆さまに⼼より感謝申し上げます。

Fête de l’école du 23 mai 



学園祭では、複数の保護者ボランティアが交代で担当し、2025年9月から積み上がっていた総
重量169kgにも及ぶ忘れ物の「⼭」を少しでも減らすための活動を⾏いました。
忘れ物コーナーには合計458名が訪れました。
興味津々で立ち寄った⽅

その量に驚いた方

あるいは、あまり驚かなかった方も…
そして、

70名の方が⾃分の持ち物を⾒つけることができ、⼤変喜ばれていました。
一方で、11名の方は探したものの⾒つけることができず、残念な結果となりました。

多くのご家族に関心を持っていただき、忘れ物問題について改めて考える機会となりました。

数年前から、学園では「忘れ物ゼロ（特に衣類）」を⽬標に掲げています。しかしながら、中

等科の回収ボックスや初等科のハンガーラックを⾒ると、その⽬標がまだ達成されていないこ

とは⼀⽬瞭然です。

なぜ、これらの忘れ物は持ち主のもとへ戻れないのでしょうか。

FLTでは今年度を通じて、学園の取り組みを支援し、各ご家庭への呼びかけを⾏うとともに、
この問題の改善に向けたさまざまな提案を⾏ってきました。

忘れ物 2025-26 

冬用の上着や水泳バッグ一式、靴、さらにはノートや教科書まで、なぜこれ

ほど多くの持ち物が持ち主に引き取られないのでしょうか。

衣類やバッグ、⽔筒などへの名前の記⼊はもちろん⼤切ですが、残念ながらそれだけで

は⼗分ではありません。

私たちは来年度も引き続き取り組みを続け、「忘れ物ゼロ」という目標にさらに近づけ

るよう努⼒してまいります。

学園祭以降に届いた忘れ物は、夏休み前に展示されます。今のうちに、ご家庭でなくな

っているものがないかぜひご確認ください。

これらの品々に第二の⼈⽣を与えるため、その後はほかの忘れ物と合わせて、東京各地

の複数の⽀援施設を通じて、⽣活に困難を抱えるご家庭へ届けてくださる団体に寄付さ

れます。



初等科学校管理評議会／中・⾼等科学校管理評議会∕

学校運営評議会／理事会

年度末にあたり、各会議で話し合われた主な内容を以下にお知らせします。

（詳細については、当会ウェブサイトの「代表する」ページに掲載されている各議事録をご覧くださ

い。）

初等科学校管理評議会

18クラスが校外学習旅行に参加。また、幼児科年⻑（GS）の7クラスが「学校で1泊する」プロジ
ェクトに参加しました。

以下をはじめ、多数の教育プロジェクトが実施されました：

「Ambassadeurs En Herbe（若き大使プログラム）」
アジアチェス大会の運営

読書の夜（Nuit de la lecture）
「幼稚園で、遊びながら学ぶ」プロジェクト

小学5年⽣（CM2）の哲学のおやつ会
「10日間スクリーンなし」チャレンジ
3クラスによる写真フェスティバル「Kyotographie」への参加 など

CM1-CM2の5クラスによる校外学習旅行は、すでに2026年10⽉〜11⽉に予定されています。
現在の初等科在籍児童数は811名。2026-2027年度の新学期には785名が見込まれています。
児童数減少に伴い、2026-2027年度の新学期より幼児科の1クラスが閉鎖される予定です。

中等科学校管理評議会

中等部の次年度予定生徒数は844名、32クラス編成となる⾒込みです。
5eのクラスを1つ新設する一⽅、4e、1ère、Terminaleはそれぞれ1クラスずつ削減される予定で
す。

中等科で予定されている多数の校外学習・交流プログラム

ラテン語選択者旅行：1ère・Terminale、13名
2026年10月（本州での考古学研究プロジェクト）
御殿場／箱根旅行：4e、2クラス（Salzmann先生引率）
2026年11月
香港映画との映像交流プロジェクト：2nde・1ère・Terminale
2026年11月
Prozapバスケットボール（上海）：
2027年3月16⽇〜20⽇、5e以上対象
Prozap MUN（模擬国連）：プノンペン、12〜14名
Prozapチェス：ハノイ

校則改定：たばこ・類似製品について

校則第3.1項「喫煙禁止」における「新しい形態のものを含む」という表現を明確化し、以下を対象と
して追加します。

電子たばこ

スヌース（無煙たばこ製品）

その他、類似するニコチン製品

日本の法令に基づく未成年者の飲酒禁⽌

校則はこれらを明確に含む形で更新されます。

様々な会議



インクルーシブ教育グループ（障害や違いを持った子供にも過ごしやすい環境を作る）

私たちのインクルーシブ教育グループは、保護者同士の情報共有を目的としたWhatsAppグルー
プを通じて、今年度を通して活発に活動してきました。

このグループでは、さまざまなテーマについて情報交換を行っています。例えば、以下のような内

容です。

発達や学習に関する特性・困りごとの診断について

PAP（個別学習支援計画）、PPS（個別就学⽀援計画）の導⼊
セラピーや専門的な⽀援のフォローアップ

AESH（障害児支援員）について
また、保護者代表は学校との連携や情報の橋渡しも担当し、例えば今年度新たに導入されたDAIS
制度についての評価報告を依頼したり、9⽉から着任予定の新しいEBEP（特別な教育的ニーズを持
つ⽣徒）担当教員について情報収集を⾏ったりしました。

すでに新担当教員とは連絡を取り合っており、近いうちに交流の機会を設ける予定です。

グループへの参加をご希望の方、またはご質問がある⽅は、専⽤メールアドレスまでお気軽にお問

い合わせください。

ecole-inclusive@familles-lycee-tokyo.com

DAIS（学校内インクルージョン支援制度）について
DAIS（Dispositif d’Aide à l’Inclusion Scolaire：学校内インクルージョン支援制度）は今年度、⼀
部の特別な教育的ニーズ（EBEP）を持つ児童・⽣徒（CPから3eまで）を対象に導⼊されました。
この制度の対象となる児童・生徒は、通常、MDPH（障害者⽀援機関）からDAISのような⽀援制度
および⼈的⽀援（AESH：障害児⽀援員）の必要性を認める通知を受けています。
DAISの利用者数は10〜15名程度で、⼀⼈ひとりの時間割は、それぞれのニーズに合わせて、教育チ
ームやご家庭と相談しながら組まれています。

児童・生徒は午前中は通常のクラスで授業を受け、AESHの⽀援を受ける場合もあります。午後の
⼀部の時間帯（週最⼤4回）にはDAISクラスへ移動します。DAISクラスは担当教員と複数の児童・
⽣徒を⽀援するAESH（AESH mutualisée）によって運営されています。
DAISでは、特定の課題に取り組んだり、それぞれのペースで学習を進めたりすることができ、より
適した環境の中で成長を⽀援します。DAISで過ごす時間は、年間を通じた児童・⽣徒の成⻑や進歩
に応じて調整されます。

DAISは、初等科校長の提案により開始され、FLT（リセ家族の会）の⽀援を受けながら、3年間の
試⾏プロジェクトとして実施されています。

初年度の評価は非常に良好で、この制度を利⽤するご家庭だけでなく、教員や在籍クラス全体の児

童にとっても⼤きな成果が得られています。

DAISとは？

インクルーシブ教育

Lexique
AESH : Accompagnant des élèves en situation de handicap
DAIS : Dispositif d’aide à l’inclusion scolaire
MDPH : Maison départementale des personnes handicapées
PAP : Plan d’accompagnement personnalisé
PPS : Projet personnalisé de scolarisation

mailto:ecole-inclusive@familles-lycee-tokyo.com


環境活動に参加してみませんか？

環境やエコに関する取り組みに関心のある⽅は、ぜひお気軽にお問い合わせください。

活動内容や、現在必要としているサポートについてご案内いたします。

ecoteam@familles-lycee-tokyo.com

FLTエコチーム
今年度も、持続可能な発展に取り組む東京国際フランス学園（LFI
Tokyo）の保護者グループ「FLTエコチーム」は、CPからCM2までの
子どもたちを対象に、地球環境の保護について楽しく、そして実践的

に学ぶための一連のワークショップを開催しました。

各回の活動には約30名の子どもたちが参加し、「日々の生活の中で環
境に配慮した行動を身につける」という共通の目標に向かって取り組

みました。

今年度の3つの主な活動
今年度は、以下の3つの大きな活動を⾏いました。
12月 ― エコなクリスマスデコレーション作り
リサイクル素材や自然のものを活用し、環境にやさしい季節の飾りを子どもたち自身で作りまし

た。

5月 ― 銀座の屋上ミツバチの巣箱を訪問
団体「Ginpachi（銀ぱち）」の協力のもと、ミツバチの暮らしや、私たちの生態系における重要
な役割について学びました。最後には、さまざまな種類の蜂蜜の試食も⾏いました。

6月 ― ⻝卓を変えて地球を変える
地元の食材や旬のものを選ぶこと、食品ロスを減らすことについて学び、最後はサプライズレシ

ピを使った料理にも挑戦しました。

一年を通して、エコチームはご家族とともに、プラスチック削減、食品ロス対策、生物多様性、

持続可能な食⽣活、リサイクルなど、さまざまなテーマについて考えてきました。

参加してくださったすべての子どもたち、保護者の皆さまに⼼より感謝いたします。

来年度も新たなエコ活動でお会いしましょう！

小さな⾏動が、⼤きな変化を⽣む！
エコチームと一緒に、毎⽇のエコな取り組みを学ぼう。

mailto:ecoteam@familles-lycee-tokyo.com


「親にも宿題？」活動について

前回の「Lycée café（リセ・カフェ）」では、家庭での宿題について意見交換が行われ、出てきたアイ
デアのひとつが、保護者が宿題に向き合うための方法を身につけ、自信を持って子どもをサポートでき

るようになることを目的とした今回の親子で参加し、遊びながら学べる活動になりました。

お母さんと参加したスズさんは、フランス語を話しますが、ご両親はフランス語を話しません。

宿題は好きではないけれど、遊ぶことは大好きなスズさんは、ワークショップの⽬的にぴったり！

まずは７Famillesのカードゲームが始まりました。お母さんは少し緊張しながらカードを持ち、「○○家
の……○○がほしいです」というフランス語を思い出そうとします。
スズさんはフランス語のフレーズ発し、間違えると言いなおし、どんどんカードを集めていきました。

続いて、Ewaさん考案の「Dobble」をヒントにした単語ゲームにも挑戦し夢中になっていました。
その間、お母さんは「Pilotis」の教材を使ってカードゲームを作る方法や、フランス語を完全に理解し
ていなくても娘さんと一緒に遊べる⽅法を学びました。

参加した子供たちは、フランス語で遊び、保護者たちは興味深そうにその様⼦を⾒守っていました。

ゲームでフランス語を家庭で取り入れよう

「夏休みの間、どうやってフランス語を続ければよいでしょうか？」

「9月のCPへの進級に向けて、どのように準備すればよいでしょうか？」
これは、FLTのオンラインのリソースハブを試してみてください。
メディア、ゲーム、アクティビティを通じ、ご家庭での学びをサポートしてみてください！

きっとご家庭で新しいアイデアも育っていくことでしょう。

「親にも宿題？」は新学期にも戻ってきます。

リソースハブをより充実したものにするため、皆さまのフィードバックお寄せください。

https://www.familles-lycee-tokyo.com/en/aux-devoirs-les-parents-resources-hub/

https://www.familles-lycee-tokyo.com/en/aux-devoirs-les-parents-resources-hub/


今年で32回目を迎える恒例の明正⼩学校体験⼊学に、CPから6èmeまでの応募者の中から抽選で選ばれ
た14名の児童・⽣徒が、7⽉7⽇（⽕）から7⽉10⽇（⾦）まで参加します。

日本の学校では、学習だけでなく、給⻝当番や清掃活動などの集団⽣活を通じて、次のような⼒を育むこ

とも⼤切にされています。

他者と協力する⼒

社会の一員として責任を果たす⼒

自分たちの環境や⽣活を⾃ら整える⼒

日本の多くの小学校では、給食は大きな容器ごと各教室に運ばれます。エプロンとバンダナを着用した当

番の児童が、クラスメイトのアレルギーや食べる量に配慮しながら配膳を行い、児童たちは教室の自席で

食事をし、自分たちで片付けまで行います。

また、高学年では、⽔泳の授業の⼀環として着⾐泳の体験も予定されています。

毎年、明正小学校の皆さまはこの交流を楽しみにし、大切に受け入れてくださっています。

それに応えるべく、リセの参加者保護者の皆さまもボランティアとして運営にご協力くださっています。

この場をお借りして、⼼より感謝申し上げます。

参加する児童・生徒とそのご家族にとって、この体験が特別な思い出となり、多くの発⾒と学びに満ちた

ものとなることを願っています。

参加対象は明正小学校のご意向により、⽇本語を⺟語レベルで理解・使⽤できる児童・⽣徒、および保護

者が⽇本語で円滑に意思疎通できるご家庭に限られています。

2026年夏 体験入学 中央区⽴明正⼩学校



先輩家族紹介プログラム

今年もFLTの先輩家族紹介プログラムは大成功を収めました！このプロ
グラムは、すでに学校に通っているご家族が新しく⼊学するご家族（⽇

本の学校から、フランスから、または他の国から来られる⽅）を歓迎す

る仕組みです。2024年には69組のペアが成⽴しました。
紹介者や被紹介者としてのご経験について、ぜひフィードバックをお寄

せください。また、来年度もこのプログラムを続けたい方はお知らせく

ださい。周りの⽅にもぜひお話しください。紹介者が増えれば増えるほ

ど、新しく来る⽅々をより多くサポートすることができます！

バディ（先輩保護者）制度への参加について

新しく来られたご家族のサポート役（バディ／メンター）になりたい⽅、また

はサポートを受けたい⽅は、こちらからお申し込みください。

https://forms.gle/SxSmizf3tvdLPrAP7
 

3年連続で、リセ家族の会ではフランスの学用品をLDE社を通じて注⽂できるサービスを提供
しています。注⽂した商品は学校へ直接配送され、FLTのボランティアが始業⽇およびその後
数⽇に配布を⾏います。

一⽅、書店「ラ・メゾン・プティ・ルナール」が教科書、書籍、⼩説、問題集の注⽂を担当

します。納期を守るため、今年は商品によって2つの別々のオンライン注⽂システムが導⼊さ
れています。

学用品のみの注文はLDE社経由で行います（海上輸送の場合、注文締切は6月1日）。7月末
までは航空便（送料25ユーロ）が利用可能です。

 https://parents.lde.fr

教科書、書籍、小説、問題集の注文は6月30日までにラ・メゾン・プティ・ルナールで
行います。航空便で発送され、店舗での受け取り（無料）か⾃宅配送（有料）を選べま

す。https://mpr-lfit.square.site
また、ラ・メゾン・プティ・ルナールでは古本の買取・販売も行っています。

　買取締切：6⽉23⽇
　販売に締切はありません。

新学期の準備

https://forms.gle/SxSmizf3tvdLPrAP7
https://forms.gle/SxSmizf3tvdLPrAP7
https://parents.lde.fr/e/lfi-tokyo
https://mpr-lfit.square.site/


より多くの保護者主体の活動や取り組みを実現していくため、FLTは今後、互いに補
完し合う2つの柱を中心に活動を展開していきます。

FLTはこれまで以上に、皆さまに開かれた活動へ
どちらかの活動部門に参加したい⽅、運営メンバーとして関わりたい⽅、新しいプロジェク

トを⽴ち上げたい⽅、またはすでに進⾏中の活動をサポートしたい⽅など、皆さまのご参加

を⼼より歓迎します。

活動に参加してみませんか？

アイデアをお持ちですか？

それが次のFLTのプロジェクトになるかもしれません。
ぜひお気軽にお問い合わせください。お問い合わせフォームからいつでもご連絡いただけま

す。

東京国際フランス学園（LFI Tokyo）のコミュニティ、そしてその先に広がる皆さまととも
に、みんなで考え、みんなのためにつくる活動を進めていきましょう。

代表活動部門

学園との連携・関係づくり

学校運営や教育に関する事

務的・教育的な課題への対

応

各種会議体（初等部・中等

部）における保護者代表活

動

フランス語での対応が必要

です

イベント活動部門

児童・生徒およびご家族向

けのプロジェクト

ワークショップ、イベン

ト、交流会の企画

保護者主体のさまざまな取

り組み

多言語での参加・協⼒

新学期、FLTは新たな形へ！
一緒に考え、アイデアを出し、参加しましょう！



皆さま、素敵な夏休みをお過ごしく

ださい。新学期にまたお会いできる

ことを楽しみにしています！

予定表の確認を確認を！新学期のイベント情報

9月1日（⽕）新学期初⽇
例年通り、FLT保護者代表チームの一部メンバーが本館⼊⼝にて皆さまをお迎えします。
ご質問への対応や、各種情報のご案内を行いますので、ぜひFLTのブースへお⽴ち寄りください！
また、学用品の配布も⾏いますので、ご注⽂された⽅は、学校⼊⼝の会議室まで受け取りにお越しく

ださい。（その際に、注⽂メールをご提⽰いただけるとスムーズです）

9月12⽇（⼟）ファミリーピクニック
※雨天時は9⽉26⽇（⼟）に延期
場所：飛⿃⼭公園（王⼦駅近く）

ご家族同士で交流し、新しい出会いや再会を楽しむための親睦イベントです。

子どもたちも⼤⼈も⼀緒に楽しめる、リラックスした時間を過ごしましょう！

新しい学校年度のスタートにぴったりの機会です。

Lycée Caféインターナショナル（9月開催予定・⽇程未定）
Lycée Caféは、他の保護者と交流しながら、学園生活について話し合う機会です。
幼稚部、初等部、中等部、高等部の学校運営、カリキュラム、⾔語教育、課外活動、そしてFLTの活
動について情報交換できます。

フランス語・英語・日本語を話すFLT保護者代表が参加し、皆さまの会話をサポートします。

9月23⽇（⽔）総会（Assemblée générale）
FLTにとって重要な節目となるイベントです。
2025-2026年度の活動報告・会計報告の概要、次年度に向けた展望、そして2026-2027年度の運営
メンバー候補者をご紹介します。

活動報告の後には、コーヒーやお菓子を囲んだ⾃由な交流時間を予定しています。

ぜひご参加いただき、私たちや他の保護者の皆さまと交流し、協会や学校について気軽にご質問くだ

さい。

10月：インクルーシブ教育Lycée Café（⽇時未定）
インクルーシブ教育グループでは、例年通り、EBEP（特別な教育的ニーズを持つ児童・生徒）の保護
者を対象としたLycée Caféを開催します。
新しく参加されるご家庭との交流、新学期後のお互いの近況共有、さまざまな疑問への回答などを目

的としています。

日程が決まり次第、対象となるご家庭へ直接ご案内メールをお送りします。

※EBEP：特別な教育的ニーズを持つ児童・生徒

予定表の確認を！

新学期のイベント情報



FLT提携パートナー（会員向け割引提供）

https://www.familles-lycee-tokyo.com/fr/partenariat-flt/
https://www.familles-lycee-tokyo.com/fr/
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